













































































































































































































































































意味で,大技 (おおわざ)でなく ｢小技 (こわ
ざ)｣である｡そうは言っても,｢学級びらき｣
の技は重要な技である｡少なくともこれから1
年間,クラスの児童生徒たちと良好な関係を構
築していくために,｢学級はじめ｣の出発点設
定をする.それは,現場の中で編み出され,ベ
テラン教師たちが保持 している技でもある｡
｢/｣､技ネットワーク｣は,そのような ｢技の継
承｣の場を設定するのである｡
現場の中で教師が生み出してきた細かな技は,
昔なら放課後や,あるいは学校帰りに赤提灯で
一杯飲みながら,先輩教師から教えられた｡し
かし,現在は,多くの教師が多忙感を抱き,こ
のような関係性をもちにくくなっている｡しか
ち,そういう技を保持している団塊世代の教師
が辞めていく事態となっている｡このような状
況において,そういう技を若い教師に分かち伝
えていく場を設定することの意味は少なくない｡
研究交流会
もちろん,そのような伝え合い語り合いの場
は,｢小技ネットワーク｣だけでなく,教師た
ちが直接対面し合う研究交流会として考えられ
る必要もある｡そうしていくつかの技がまとま
ったら,教職課程の機関誌 (『心理 ･教育研究
論集』)へ掲載することや,冊子 ･パンフレッ
- 188-
トとして配布 していくこと,あるいはホームペ
ージ上に掲載することなども考えられてよい｡
インタビューで,何人かが,同窓会的活動の
必要性を指摘していた｡メーリングリス トはそ
のような機能もはたすと期待できる｡ しかしま
た,直接に対面し合う同窓会活動も必要である｡
教職課程ではこれまで,毎年2月頃に,神奈
川大学を卒業して教員となっている人々と現役
学生との研究交流会を開催してきた｡それが,
一定程度同窓会機能をはたしてきた｡これから
は,それを充実していく必要があるだろう｡
人と人が対面する研究交流会は,同窓会的機
能をにないつつ,先輩から後輩-と技を伝える
｢技の継承｣の場にもなる｡そしてまた,自由
に物言えぬ厳 しい職場環境におかれた教員にと
っては,率直に意見を言い合える場それ自体が,
癒しの場ともなると思われる｡
研究交流会のテーマは,現場教師がそのとき
どきに必要と感じるものがよい｡だから,研究
交流会の企画には,若手の教師を含めて,何人
かの現場教師に関ってもらうのがよい｡将来的
には,彼らが中心となり,教職課程教員はサポ
ー ト的に参加するような形になっていくことが
望ましいだろう｡企画していく活動それ自体が
教貞の実践力形成の場ともなると考えられるか
らである｡
去る2010年 1月30日 (土),今年度の研究
交流会を開催した｡更新講習の必修 12時間で
行ったラウンドテーブル方式を取り入れてやっ
てみた｡私だけが大学の業務で参加できなかっ
たが,終了後の懇親会でも教員同士の熱い語り
が続いていた｡予想の通り,ラウンドテーブル
方式はひじょうに好評だった｡企画に参加した
一人として,うれしくもあり,またほっとして
いる｡
ふつうの共同研究なら,これが最終報告だが,
このような ｢教育のための研究｣では,そうな
らないだろう｡これも1つの報告だが,本当の
報告は,これからの教職課程の運営の中に表れ
まとめにかえて
て くるべきものだろうと思う｡今回の研究交流
会もその1つとして位置づけられるものである｡
はじめての ｢教育のための共同研究｣に対して,
2007年度 250万円,2008年度250万円,2009
年度 100万円の共同研究奨励助成金の補助を決
定した神奈川大学に感謝するとともに,この共
同研究で得たさまざまな経験-そこには私たち
がまだ気づいていない事柄もあるはずであるが,
それらを含めてさまざまな経験を,今後の教職
課程運営の中に生かしていきたい｡
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